
 

平成２８年度 ロボット介護機器開発・導入促進事業（基準策定・評価事業） 

「ロボット介護機器開発に関する調査」 

ロボットリスト 

 

コミュニケーションロボット名：  AIBO（アイボ）                         

企業名：株式会社 ア・ファン                                          

 

Ⅰ．実生活での活用法 

目
標
と
す
る
「
活
動
」
： 

項
目
と
具
体
的
内
容
・
留
意
点 コミュニケーショ

ン 

コミュニケーションの手段・方法は音声(音声認識含む)、視覚認識、

触覚センサ、ジェスチャー（動き、LED 表示）を具備する。これらの

コミュニケーション手段を介護に適用するにあたり、次の 2つのモー

ドがある。 

・自律モード：ロボットへの入力（声かけ、タッチ、ピンク色の品物

の提示など）に対するロボットの出力(動作)、コミュニケーション発

生のための促し動作などをプログラム化し、生き物のような動きを自

律的に行う 

・遠隔操作モード：無線 LAN を介して、小型端末を用い、セラピスト

などの介在者がロボットを遠隔操作する。被介護者の反応に合わせ

て、ロボットを動作させることで、タイムリーなコミュニケーション

を実現できる。 

遠隔操作モードは様々な状況に対応できるが、介在者などの人員が必

要であるので、2つのモードは併用することが望ましい。また、遠隔

操作モードは同じ動作を繰り返し実施したりするリハビリなど、特定

の目的で用いることができる。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
外 

被
介
護
者 

ロボットとのコミュニケーション以外に生起する現象は下記のものが

あると考えられる 

・ロボットの生き物のよう動きが刺激になり、昔飼ったペットの思い

出し、ロボットのトイレ動作が刺激になり、尿意の発生 

・ロボットを話題にした周囲（非介護者）と会話 

・介護者との会話 

介
護
者 

人対人では堅苦しい雰囲気が変化する。すなわち、ロボットの存在に

より非介護者との自然な会話を促進する。介護者の精神的負担の低減

が期待できる。 

使用する環境 

（場所、時、物、人等） 

高齢者施設のプレールーム、食堂などにおいて、複数の高齢者が複数

のロボット置かれたテーブルを囲んでロボットとコミュニケーション

をとる。複数の高齢者に対し 1名程度の介護者が同じくテーブルを囲

み、高齢者とロボットがコミュニケーションを円滑に行えるよう、促

しやロボットの動作の説明をする。 

お
こ
り

う
る
マ

イ
ナ
ス

と
対
処

法 

被

介

疾患 とくになし 

心身機能 とくになし 



 

護

者 
活動 とくになし 

参加 
動くものを嫌う高齢者もいるので、注意する必要がある。参加者の意思

確認を行う。 

介

護

者 

疾患 
とくになし 

心身機能 
とくになし 

活動 とくになし 

参加 とくになし 

適
応
と
禁
忌 

被

介

護

者 

適

応 

疾患 とくになし 

心身機能 
視覚、聴覚、触覚、発話によるコミュニケーションを行えることが望

まれる。ただし、筆談での参加も可能である。 

活動 
活動的である被介護者には効果が大きいと考えられるが、静寂な被介

護者が活発な反応を示すこともある 

参加 参加の意思がある被介護者 

禁忌 
ロボットを投げるなど、破損の危険のある被介護者、ロボットを嫌う被

介護者 

介

護

者 

適

応 

疾患 とくになし 

心身機能 とくになし 

活動 とくになし 

参加 とくになし 

禁忌 とくになし 

 

Ⅱ．機械としての要件定義 

Ⅱ－１．有用性 

主機能 

（コミュニ

ケーション

として用い

る手段） 

１．ロボットか

らの出力 

1．音響的 

内蔵スピーカによる音声(発話、歌)、電子音（鳴き声に相当)の発生 

2．光学的 

目、尻尾、背中などの LED 表示により、喜怒哀楽の表現、触覚反応

を行う 

3．動作・表情 

4 本の足、頭、尻尾を動かし、光学的表示を併用しながら、生き物

的な動きを行う。歩行、立ち上り、座る、伏せる、キョロキョロな

どの動きをする 

２．ロボットへ

の入力 

1．音響的 

マイクにより音声、環境音を入力する。音声認識、サウンド認識で

きる単語、音が用意されている 

2．光学的 

内蔵のカメラによりピンクボールなどを認識する 

3．力学的 

接触センサが触られたことを認識する 



 

4．その他 

無線 LAN を介して、外部端末からの信号(コマンド)を入力し、信号

に対応した動作を行う 

 

Ⅱ－２．機械としての安全性 

情報セキュリティ・ 

プライバシー 

アイボにつながるコンピュータはパスワード管理されている。 

安全基準への準拠 

・Title 16 CFR（アメリカ連邦規定要綱タイトル 16）ASTM-F963 

 玩具の安全性に関する消費者安全規格 

・UL 規格 準拠 

・不要輻射は FCC（アメリカ連邦通信委員会） Class B 取得 

・VCCI（情報処理装置など電波障害自主規制協議会 Class B 取得 

 

 

Ⅱ－３．機器の構造・機構 

 

機
器
の
構

造
・
機
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外観と重量 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．費用、メンテナンス費用・体制 

費用 

・セット価格 40 万円／ユニット 税別 

 （メモリースティック 1 個 ）（リチュームバッテリー1本） 

 を含みます。 

供給体制 正式発注後 1カ月  50 台 

メンテナンス 

費用 3 万円／年間 

体制 
全国３個所 東京・長野・愛媛のサービスセンターにおいて 

完全サポート体制が構築されている 

 

 

電
気
系 

操作・操縦方法

の概要 

音響的（話かけるなど） 光学的（見せる） 力学的（なでるな

ど）入力手段をもちいてロボットに情報を入力しロボットはメモリ

ースティックに記憶されたプログラムに従い音響的（鳴くなど）、

光学的（目を光らせるなど）手段を用いて感情表現（首を振るな

ど）をしながらコミュニケーション動作を行う 

ERS-111 充電時間 4時間 稼働時間 2 時間 

ERS-210 ERS-310 ERS-7 充電時間 2時間 稼働時間 2 時間 

 

 


